
















































































































































































ａ ○ ○ △ ○ ○ ○ ×○ ○○ ○ 9.5 1５５ 25.0
ｂ ○ ○ ？． ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ 9.0 1５．０ 24.0
Ｃ ○ × ？． ○ ○ ○ ×○ ○○ ○ 8.0 1５．５ 23.5
． ○ △？ ？． ○ ○ ○ ×○ ○○ ○ ８．５ 1４０ 22.5
ｅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×○ ○○ ○ 1０．０ 1２．０ 22.0
ｆ ○ ○ ？． ○ ○ ○ ○○ ○○ × ９．０ 1２．５ 21.5
９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ×○ ○ 1０．０ 1０．０ 20.0
ｈ ○ × ？． ○ ○ × ×○ ○○ ○ 7.0 1３．０ 20.0






















ａ ○○ ○ ○ ○○ ×○ ○○○○ △○ ○○ ○×
ｂ ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○×○○ ×○ ○○ ○×
Ｃ ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○○○ △○ ×○ ×○
． ○○ ○ ○ ×○ ×○ ○○○○ × ○ ○○ ○×
ｅ ○○ ○ ○ ×○ ×○ ××○○ ×○ ○○ ×○
ｆ ○○ × ○ ×○ ○○ ○○×○ △× ×○ ○○
９ ○○ ○ ○ ○○ ○○ ×××× △△ ×× ×○
ｈ ○○ ○ × ○○ ×○ ○○×○ ○× ○○ ×○●ロⅡ（ ○× × × ×△ ×× ××× ○ ×○ ×× ××
平均
































































































































第１段階 充填語 現場指示詞 念押し・椀曲
第２段階 丁寧体 待遇表現
第３段階 同格表現 文末表現 対人言及表現
第４．５段階 不整文・語彙 時の副詞
講義に見られる談話要素の階層性と指導の指針
これらの表現差を理解することで上級レベルに到達すると期待される。
学習者が，中級の聴解力を獲得するためには，階層性の順序により段階的に，第２・第３段階の
談話要素の表現差や機能について，正確に指導していくことが必要である。
おわりに
談話要素は，文脈内容に関わらないものとはいえ，話し言葉と書き言葉の違い，文の中の陳述に
関わる部分として，より深い内容理解のためには無視することのできない重要な要素である。初級
の聴解のストラテジーとしては，聞き流すこともできるが，中級・上級と進むにつれて，表現的な
差を理解することが望まれる。
今回，聴解の難易度と文章語への書き換えの手順から談話要素の２種類の階層性を得ることがで
きた。この２つの階層は，同様の順序で並び，談話要素の序列を示している。また談話の特徴から
この階層を整理すると，そこには談話要素のさらに詳しい階層構造が浮かび上がってきた。
本稿の分析で得られた，この談話要素の階層性を指導順序の手がかりの一つとして，これからの
聴解技能や作文力養成のカリキュラム編成に生かしていきたいと思う。
【参考文献】
渡辺実（1953）「叙述と陳述」国語学13-14
糸井通浩（1982）「文末表現の問題」日本語学1-12
松岡弘（1987）「『のだ』の文・『わけだ」の文に関する－考察」言語文化２４
林四郎（1987）「文法を考える－『構話助詞』の論」日本語学6-3
遠藤織枝（1988）「話しことばと書きことば」日本語学7-3
森田良行・松木正恵（1989）『日本語表現文型』アルク
田野村忠温（1990）『現代日本語の文法一「のだ」の意味と用法」和泉書院
早川幸子・鎌田倫子（1992）「大学の講義の分析」金沢大学留学生教育センター紀要1
１
２
３
４
５
６
７
８
4５－
留学生教育センター紀要
（資料１－１）
講義１－①
１３全体では，全体で全体である瞬間における，ある時間における、＝ｍ，時間の関数という，ｍ＝ｆｔとこうぃう
ふうに考えるわけです。
１４ですからある瞬間画,ある時刻の瞬間において,[詞51,全体の質量がmであったと。
’５これからガスを噴射して[で詞司，ロケットを加速しようという状況です。
’６その時に,次に囮,噴射して出て行くガスをこういうふうに,園,何と言うんですかね,画まとまっ
たものとして，ちょっと考えてみるわけです。
１７すなわち６ｍという質量を匠子洞,次のガス噴射として外へ出してしまうんだと…こういうふうに,最初から
ちょっと考えてきます。
１８ここでバツと匠了詞5｢],エンジンをふかしたと，いうことです。
１９そうすると[で詞百］国,これは回ガスが爆発する,酸素とか水素が結合して,大爆発を起こすわけです。
２ｏすごいｴﾈﾙｷﾞｰです回，ものすごいスピードです回。
１－ａフィラー，念押しの削除
ですね５まあ３あの２…ね２
講義１ －②
▽
全体では,全体で全体である瞬間における，ある時間における、＝ｍ,時間の関数画,ｍ＝ｆｔと巨
可T詞T５－回考えるわけです。
ですからある瞬間，ある時刻の瞬間において，全体の質量がｍであったと。
これからガスを噴射して，ロケットを加速しようという状況です。
その時に，次に，噴射して出て行くガスをこういうふうに，何と言うんですか，まとまったものとして，
｢玉~ｴｰｦｰｺ考えてふるわけです。
すなわち６ｍという質量を,次のガス噴射として外へ出してしまうんだと｢三~ｦ下ラー§ﾐｰﾗｰ同,最初から[舌~エーラ
ヨ考えてきます。
ここでバツと，エンジンをふかしたと，いうことです。
そうすると,｢三mヨガスが爆発する，酸素とか水素が結合して，大爆発を起こすわけです。
すごいエネルギーです，ものすごいスピードです。
1３
1４
１５
１６
1７
1８
１９
２０
１－ｂ椀曲語，現場の指示詞など，意味の希薄な語の削除
こういうふうに２という１これば１ちょっと２
講義１ －③
▽
全体では，全体で全体である瞬間における，ある時間における、＝ｍ，時間の関数、＝ｆと考えるわけ[で矛1.
ですからある瞬間，ある時刻の瞬間において，全体の質量がｍであったと。
これからガスを噴射して，ロケットを加速しようという状況｢で矛Ｉ
その時に,次に噴射して出て行くガスをこういうふうに,何と言うん回か,まとまったものとして,考え
てみるわけ｢で矛]。
すなわち６ｍという質量を，次のガス噴射として外へ出してしまうんだと，最初から考えてき｢蚕矛1.
これでバツと，エンジンをふかしたと，いうこと｢で寺1.
そうすると，ガスが爆発する，酸素とか水素が結合して，大爆発を起こすわけ尺守1。
すごいエネルギー団，ものすごいスピード1寺子]。
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講義に見られる談話要素の階層性と指導の指針
(資料１－２）
講義１ ④
▽
全体では，全体で全体である瞬間における，ある時間における、＝ｍ，時間の関数、＝ｆｔと考えるわけです。
ですからある瞬間，ある時刻の瞬間において，全体の質量がｍであったと。
これからガスを噴射して，ロケットを加速しようという状況だ。
その時に，次に，噴射して出て行くガスをこういうふうに何というんだか，まとまったものとして，考えてふる
３
４
５
６
１
１
１
１
わけだ。
すなわち６ｍという質量を，次のガス噴射として外へ出してしまうんだと，最初から考えてくる。
ここでバツと，エンジンをふかしたと，いうことだ。
７
８
９
０
１
１
１
２ そうすると，これはガスが爆発する，酸素とか水素が結合して，大爆発を起こすわけだ。
すごいエネルギーだ，ものすごいスピードだ．
３文末表現，メタ言語の選択的改変
わけだ１ということだｌ何というんだか１
講義１ －⑤
▽
１ Ｚ１３全体では，全体で全体である瞬間における，ある時間における、==ｍ，時間の関数、==ｆｔと考えるわけで 、■
す。
ですからある瞬間，ある時刻の瞬間において，全体の質量がｍであったと。４
５
６
７
８
９
０
１
１
１
１
１
１
２
これからガスを噴射して，ロケットを加速しようという状況だ。
その時に，次に，噴射して出て行くガスをこういうふうに，まとまったものとして，考えてみる。
すなわち６ｍという質量を，次のガス噴射として外へ出してしまうんだと，最初から考えてくる。
ここでバツと，エンジンをふかした。
そうすると，ガスが爆発する，酸素とか水素が結合して，大爆発を起こすわけだ。
すごいエネルギーだ，ものすごいスピードだ。
Ⅱ
４語彙，反復語，文構造の選択的な交換的改変
ですから→だからそうすると→とすごい→巨大な
ものすごい→すごい..…･と。反復語１．２文統合1８．１９
’講義１－⑥
▽
全体ではある時間における，ｍ＝ｍ，時間の関数、＝ｆｔと考えるわけだ。
｢７筋面,ある瞬間》ろ時刻の瞬間において，全体の質量がｍであった。
これからガスを噴射して，ロケットを加速しようという状況だ。
その時に，次に，噴射して出て行くガスをこういうふうに，まとまったものとして，Ｆぞ~引,考えてみる。
すなわち６ｍという質量を，次のガス噴射として外へ出してしまうんだと，最初から｢壺孑]考えてくる。
ここでバツと，エンジンをふかすと，ガスが爆発する，酸素とか水素が結合して，大爆発を起こすわけだ。
Ｅ天ラヨエネルギーだ,匠冒Ｆ１スピードだ。
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留学生教育センター紀要
(資料２－１）
聴解問題Ｉ クラス（）氏名（ ）
Ｉ
みらいfuture エネルギーenergy
ぐたいてきにはｔｏｂｅｃｏｎｃｒｅｔｅソーラーパワーｓｏｌａｒｐｏｗｅｒ
さばくdesert
今日は承らいのエネルギーについて考える
ソーラーパワーに近いものを考えている
ソーラーパワーはさばくでなければならないとは私は考えない
ソーラーパワーは雨の多いところではできない
ａ
勺
，
ｃ
Ｔ
ｑ
Ⅱ
ロボットrobotチェコスロバキアCzechoslovakia(Europe）
きかいmachine にんぎようｄｏｌｌ
ひとでmanpower」aborforceせつや<するcut,ｓａｖｅやくだつhelpful
ａロボットということばはチェコスロバキアのことばである
ｂロボットはきかいにんぎようのような屯のだ
ｃロボットが日本のじむしょでたくさんつかわれている
。ロボットをつかうとひとでをせつやくすることができる
ｅロボットということばがチェコスロバキアのことばだとみんなが知っている
ｆロボットは工場でたくさんつかわれていると，先週私はいった
Ⅲ
教育（きょういく）education進学するｇｏｏｎｔｏｃｏｌｌｅｇｅ
教育熱心（きょういくねっしん）enthusiasmforeducation
以前（いぜん）before入学試験（にゅうがくしげん）entranceexamination
受験地獄（じゅけんじごく）examinationhell
きょういくねっしん
日本は教育熱心な国だと言われていることはふんな｛ま知らないだろう
ほとんどぜんいん大学へ進学する
にゅうが<しけんむずかたくさんの人が大学へ行くので，入学試験|ま，難しいものになる
じゅけんじごく ことばいぜん受験地獄とし､う言葉を以前lこ話した
きびにゅうが<しけん
厳しし､入学試験が日本の大きな問題になってきている
ａ
勺
ｂ
ｃ
刊
ロ
ｅ
－４８
講義に見られる談話要素の階層性と指導の指針
(資料２－２）
聴解テストⅡ〈問題〉
ｌ今日は，未来のエネルギー問題について考えてふます。
ａエネルギーｂ未来のエネルギーｃエネルギー問題ｄ未来のエネルギー問題
２具体的には，ソーラーパワーのようなものを考えています。
ａソーラーパワーｂソラーパワーなど
ｃソラーパワーに近いものｄソーラーパワーではないもの
３今日はですね，宇宙開発競争についてですね，考えたいと思います。
ａ今日，宇宙開発競争についてｂ今日ではなく，開発競争について
ｃ今日ではなく，宇宙開発競争についてではなくｄいつか，宇宙について
４具体的には，ロケット開発競争ということについて，話していきます。
ａ具体的にｂロケット開発競争に近いこと
ｃロケット開発競争をいうことについて。ロケット開発競争に近いこと
５ロケットといいますと，アメリカとソビエトとすぐ考えてしまいます。
ａロケットといいますが， ｂロケットというと，
ｃロケットをいいます，そして，。ロケットについては，
６開発競争は，ロケットだけではないわけです。
ａ開発競争はロケットだけではないｂ開発競争はロケットだけである
ｃ開発競争はロケットがない。開発競争はロケットだけではないからである
７自動車でもロボットでも何でも競争であるということです。
ａ自動車もロボットも何でも競争だ
ｂ自動車もロボットも何でも競争であるからです
ｃ自動車もロボットも何でも競争なのだ
。自動車もロボットも何でも競争ではない
８ええ，ロボットというのは，まあ機械人形というふうなものですわ。
ａロボットは機械人形だｂロボットのようなものは機械人形だ
ｃロボットは機械人形のようなものだｄロボットは機械人形ではない
９みんな，知っているように，ロボットはチェコスロバキアの言葉ですわ。
ａふんなが知っている言葉はロボットだｂロボットはチェコスロバキアの言葉だ
ｃみんながしっているロボットはチェコスロバキアの言葉だ
。ロボットはチェコスロバキアの言葉だとみんなが知っている
１０今日は教育問題についてお話致したいと思います。
ａ今日は教育問題について話したい
ｂ今日は教育問題について話してくださいます
ｃ今日は教育問題について私が話したい
ｄ今日は教育問題についてみんなで話したい
１１皆さんもよくご存じのように，日本は教育熱心な国です。
ａ日本は教育熱心な国ですｂ日本は皆さんが教育熱心な国です。
ｃ日本は教育熱心な国だと皆さんが知っている
ｄ日本は教育熱心な国です，皆さん知っていますね。
１２新聞でもいっているように，ほとんど全員が高校にいきます。
ａほとんど全員が高校にいきます。
ｂ新聞もいっています，そいて，ほとんど全員が高校にいきます。
ｃ新聞もいっていますが，ほとんど全員が高校にいきません。
ｄほとんど全員が高校にいきます，新聞もそういっています。
－４９－
留学生教育センター紀要
１３先週授業でも申しましたように，大学へも半分ぐらいの人が行っています。
ａ先週おっしゃいましたｂ先週私がいいました
ｃ先週いってくださいましたｄ先週誰かがいいました
１４そこで，大学へ入る試験は大変きびしくなるというわけです。
ａだから，きびしくなるのですｂこれがきびしくなる理由です
ｃきびしくなるといいました。きびしくなるわけではない
1５よくいわれていることですが，入るときだけ勉強するということになるわけです。
ａ入るときだけ勉強するといわれていますｂ言われて，勉強する
ｃ入るときだけ勉強するようになるｄよく言われても，入るときしか勉強しない
日本の社会全体が，会社のためにうごいているということなんです。
ａ社会全体が会社のためにうごいているのだ。
ｂ社会全体が会社のためにうごいているということではない。
ｃ社会全体が会社のためにうごいていることはない。
ｄ社会全体が会社のためにうごいているということだ。
1６
5０－
